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．問題と目的
特別支援教育におけるICTの利用について、『教育の
情報化に関する手引き』（文部科学省，2010）では、「特
別な支援を必要とする児童生徒に対してその障害の状
態や発達の段階等に応じて活用することにより、学習
上又は生活上の困難を改善・克服させ、指導の効果を
高めることができる有用な機器である」としている。
さらに同書は、「社会の情報化が進展していく中で、児
童生徒が情報を主体的に活用できるようにしたり、情
報モラルを身に付けたりすることが一層重要になって
いる」ことを指摘している。また『特別支援学校小学
部・中学部学習指導要領』（文部科学省，2009）では、
各教科等の指導に当たり、「児童又は生徒がコンピュー
タや情報通信ネットワークなどの情報手段に慣れ親し
み、その基本的な操作や情報モラルを身に付け、適切
かつ主体的、積極的に活用できるようにするための学
習活動を充実する」ことが示されている。
障害のある児童の教育にICTを導入することは、通
常の学級と共通の目的で行われるだけでなく、障害に
よって生じる児童のコミュニケーションや学習の困難
を補うアシスティブ・テクノロジー（Assistive Tech-
nology；支援技術）としての意義がある。またマルチ
メディアの通信機能とインターネットを活用すること
で交流及び共同学習の手段として効果的であり、教育
的、心理的なインクルージョンの推進に貢献すること
ができる。したがってICTの適切な応用は特別支援教
育の分野で特に重要な課題ということができる。
2014年度には特別支援学校の児童・生徒を対象とし
た就学奨励費に高等部生徒がICTを購入する際の加算
が認められるようになった。和歌山県では高等部生徒
のICT購入費として５万円以内の助成が示されている
（和歌山県教育委員会，2014）。こうした制度の変化
も、障害児の教育におけるICTの有用性が公に認めら
れてきたことを示している。
一方、特別支援学校では、教員のICT活用能力の自己
評価が他の校種の教員と比べて低い（江田・森・一ツ
田，2010）。このことは、ICTに関する教員の知識や技
能の問題を示すというよりも、障害のある児童生徒の
授業にICTをどのように活用するのか、実践的な情報
の不足が影響していると予測される。またICTの利用
は、視覚障害児、聴覚障害児、肢体不自由児の教育の
領域では比較的進んでいるが、知的障害児の教育で遅
れが目立つ。従来の教材・教具や指導法と比べて、ど
のような指導効果や意義があるのか理解が行き渡って
いないと考えられる。教育の情報化の促進には、テク
ノロジーの普及に先立って教員の意識改革が求められ
る。特別支援教育の分野では、実践成果の蓄積とその
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理科教員を目指す大学生の小中学校における地学分野における
実験・観察の体験と課題
抄録：大学生に小中学校時代の地学分野の実験観察についてアンケート調査を行った。その結果、小学校では３年、
４年時の実験などの記憶が多いのに、中学生においては地質関係や天文関係の実験の記憶が多くなる。また岩石の分
類をアンケート調査時で行ったが、堆積岩や火成岩の分類はわりとできたが、変成岩はできていない。地学分野は中
学生レベル以降、知識が増えていない可能性がある。そのために和歌山県にある南紀熊野ジオパークなどの教材など
を利用することによって、教師たちが地域の自然などを考えるための指導案を検討することが重要になる。
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1.  はじめに
　平成 29 年 3 月に新指導要領が文部科学省から公表
された（文部科学省，2017）。この中でも系統的な実験、
観察の重要性について指摘されている。理科教育では
児童・生徒たちに実験、観察を通して仮説を導き、自
然界の法則性を学ぶことが重要になる。
　しかし、筆者は中学の理科教員や小学校教員での理
科分野において地学分野の養成を担っているが、卒業
時までに地学分野においての多様な実験・観察を行っ
ている 、なかなか実験の本質など理解できていない
ことがある。また理解するまでに時間がかかるため、
授業時間的にも少なく感じている。このままでは教員
になっても地学分野では実験・観察などを取り入れず
に教科書中心で、暗記科目的に学ばせないか心配する。
理科を教える小学校教員の養成に関する調査報告書
（科学技術振興機構理科教育支援センター， 2011）に
よると高校時代に地学を学んでいる学生は他の物理・
化学・生物に比べかなり少ない。また実験においても
小学校における理科では、大学で理科を専門にした学
生の方が、理科を専門にしない学生より理科の実験な
どについて自信があるという。小学校ではあまり地学
的な実験をしていない可能性が高い。
　それを裏付ける資料として兒島他（2008）による
と教師に対して小学校理科の中で教えにくい単元や
プロジェクタ、PC、ビデオカメラなどのハードウｴア
や Web サイトや映像資料などの ICT の利用について
の調査がある。そこでは第 4 学年において「星や月」、
第 5 学年において「天気の変化」、第 6 学年では「土
地の作りと変化」などの地学分野に苦手意識を持って
いる教師が多いことがわかる。特に地学分野では土地
の作りと変化に苦手意識が強く、学校近くに観察に適
した地層が少ないことや資料を集めることが難し と
いう理由を指摘している。さらに理科において ICT
を利用している教師は、アンケートの半数程度しかい
ないという。学校現場では学校近くに適当な観察場所
がないため ICT を利用しているという。しかしまだ
根付いていないと指摘している。
　このような教師の苦手意識は児童・生徒にも伝わり、
小学校での土地の変化や気象、天文分野は児童にとっ
ても苦手となり、中学校にも影響を与えているのでは
ないかと考えられる。特に地学分野は高校での履修は
低いため、継続されていない可能性がある。もちろん
教員養成系大学では、最新の研究成果や科学的に明ら
かになっている自然界の法則についても改めて学び、
児童・生徒に理解できるように学びを伝えていかなけ
ればならない。
　そこで、本研究では理科免許を取得しようとしてい
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図 1　小中学校において体験した地学分野での野外体験・実験観察アンケートの項目
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る学生に、理科の中でも筆者が担当している地学分野
において小・中学校の体験した実験・観察についてア
ンケートを行い、今の学生にとってどのくらい記憶と
して残っているのかを調査した。小学校・中学校で実
験が少ないのではという問題意識も持ちつつ、石や化
石、望遠鏡の使用などを問い、どこまで記憶として残っ
ているのか、その他の ICT 教材などの使用について
調査する。
　また学生には無作為に多様な石を渡して石の分類す
る力も同時に調査を行った。そして現在の理科教員を
目指す学生の知識力から、地学分野の理科教育養成の
課題について議論した。苦手な教師のために指導方法
を提案した。
2.  アンケート調査について
　理科を教える小学校教員の養成に関する調査報告書
（科学技術振興機構理科教育支援センター， 2011）に
よると理科を専門にした学生の方が、理科の指導に対
する自信が高いと先に述べたが、教える分野によって
自信の割合が違い、特に地学分野である地層の観察や
星座早見の使い方、天体望遠鏡の使い方が他の理科分
野の中でも低く、 がある、やや自信があるのを含
めて 50% 以下になる。この苦手意識は小中学校での
地学分野の実験観察があまり実施されていないことに
よるのではないかという問題意識がある。そのため小
中学校での観察実験に関するアンケート調査項目を設
定した。
　アンケートは平成 29 年度に理科の免許取得に必要
な中等理科教育法 C を受講している 23 名に対して図
1 の項目で調査した。
　配布物はアンケート用紙と小学校学習指導要領解説
理科編（文部科学省， 2008）の小学校・中学校理科の
「生命」「地球」を主とした内容の構成の図を渡した。
学んだ項目を知れば、実験や観察を思い出 やすくと
なると考えたためである。
2. 1.  アンケート項目
　アンケート項目は図 1 の通りである。
　自由記述形式と選択式である。
　自由記述形式では小学校や中学校で行った地学分野
の実験や観察を自由の記載してもらい、どんなことを
印象強く覚えているのかをアンケートしている。
　また小中学校において地学分野のうち、難しいとか
苦手だと感じたことを質問している。具体的にどんな
分野が児童生徒の頃には苦手えあったのかを調べるた
めである。また小学校では大地の作りについて教師た
ちが教えにくいと兒島他（2008）で述べていることが、
児童生徒たちにも同じ傾向があるのかを調べたかっ
た。
選択形式
　石や化石の扱い、実際に博物館などを利用している
のか、望遠鏡を使っているのかを尋ねた。
　また実際に野外に津れ出すことが難しいことで ICT
をどのくらい利用していたのかを質問した。
　地学分野のうち、わかりやすさや関心のあった項目
について尋ねて、教えにくさの高い地学分野について
もどの項目からより工夫して教材作りを進めていくの
が良いのかを検討する資料とした。
　なお、小学校と中学校で関心のあった分野について、
小学校指導要領解説理科編に書かれた「地球」を柱と
した内容の構成に記載されている項目である。
2. 2.  アンケート結果
　アンケート用紙を集計した結果、以下のようになっ
た。
　アンケート回答者の属性は以下の表 1 の通りであ
る。
　23 名のうち 2 年生が全体の 3 分の 2 の 16 名になり、
3 年生、4 年生と減少する。不明学年の学生が 3 名に
なる。また男子学生が約 3 分の 2 の 16 名になる。
◯自由記述形式小学校で行った実験や観察についての
質問（覚えているもの）。
　結果は表 2 と表 3 に示した。1 名が複数回答もある
ので、複数回答の場合の項目は * でしめした。このと
き分野別に整理し、小学校・中学校指導要領解説理科
編（文部科学省，2008）の「生命」「地球」領域に掲
載されている「地球」領域の分類によっ 。天文分野
は「地球と天体の運動」、気象分野は「地球の大気と
水の循環」、地質・地形や地球物理を含む分野は「地
球の内部と地表面の変動」になる。
　自由記述の内容は、地学分野での実験においては日
時計、星の動きや流れるの水の働き、さらに地層など
を覚えているようだ。全体的に回答者は少なく、約 3
分の 1 程度である。
　観察においては多くなり、3 分の 2 程度に増加する。
中でも地球と天体の運動のいわゆる天文分野の項目を
あげている。月や太陽などの観察が多い。その他に気
象観測や地層観測があった。
表１ アンケート回答者の学年・性別
２年生㻌 ３年生㻌 ４年生㻌 不明㻌 合計㻌
男性㻌 㻝㻞㻌 㻝㻌 㻝㻌 㻞㻌 㻝㻢㻌
女性㻌 㻠㻌 㻞㻌 㻜㻌 㻝㻌 㻣㻌
合計㻌 㻝㻢㻌 㻟㻌 㻝㻌 㻟㻌 㻞㻟㻌
表２ 小学校で行った地学分野の実験
自由記述形式㻌
小学校で行った地学分野 実験（覚えているもの）㻌
地球と天体の運動㻌 人数㻌
太陽の動きの日時計㻌 㻝㻌
星の動き㻌 㻝㻖㻌
ライトで月の満ち欠け㻌 㻝㻖㻌
地球の内部と地表面の変動㻌
流木の傾き㻌 㻝㻌
流れる水の働き㻌 㻝㻖㻌
川の流れ㻌 㻝㻌
グラウンド 水の流れ㻌 㻝㻌
ホースで流水の働き㻌 㻝㻖㻌
地層㻌 㻞㻖㻌
＊：複数回答㻌
７人回答（㻞㻟人中）㻌
表 1　アンケート回答者の学年・性別
．問題と目的
特別支援教育におけるICTの利用について、『教育の
情報化に関する手引き』（文部科学省，2010）では、「特
別な支援を必要とする児童生徒に対してその障害の状
態や発達の段階等に応じて活用することにより、学習
上又は生活上の困難を改善・克服させ、指導の効果を
高めることができる有用な機器である」としている。
さらに同書は、「社会の情報化が進展していく中で、児
童生徒が情報を主体的に活用できるようにしたり、情
報モラルを身に付けたりすることが一層重要になって
いる」ことを指摘している。また『特別支援学校小学
部・中学部学習指導要領』（文部科学省，2009）では、
各教科等の指導に当たり、「児童又は生徒がコンピュー
タや情報通信ネットワークなどの情報手段に慣れ親し
み、その基本的な操作や情報モラルを身に付け、適切
かつ主体的、積極的に活用できるようにするための学
習活動を充実する」ことが示されている。
障害のある児童の教育にICTを導入することは、通
常の学級と共通の目的で行われるだけでなく、障害に
よって生じる児童のコミュニケーションや学習の困難
を補うアシスティブ・テクノロジー（Assistive Tech-
nology；支援技術）としての意義がある。またマルチ
メディアの通信機能とインターネットを活用すること
で交流及び共同学習の手段として効果的であり、教育
的、心理的なインクルージョンの推進に貢献すること
ができる。したがってICTの適切な応用は特別支援教
育の分野で特に重要な課題ということができる。
2014年度には特別支援学校の児童・生徒を対象とし
た就学奨励費に高等部生徒がICTを購入する際の加算
が認められるようになった。和歌山県では高等部生徒
のICT購入費として５万円以内の助成が示されている
（和歌山県教育委員会，2014）。こうした制度の変化
も、障害児の教育におけるICTの有用性が公に認めら
れてきたことを示している。
一方、特別支援学校では、教員のICT活用能力の自己
評価が他の校種の教員と比べて低い（江田・森・一ツ
田，2010）。このことは、ICTに関する教員の知識や技
能の問題を示すというよりも、障害のある児童生徒の
授業にICTをどのように活用するのか、実践的な情報
の不足が影響していると予測される。またICTの利用
は、視覚障害児、聴覚障害児、肢体不自由児の教育の
領域では比較的進んでいるが、知的障害児の教育で遅
れが目立つ。従来の教材・教具や指導法と比べて、ど
のような指導効果や意義があるのか理解が行き渡って
いないと考えられる。教育の情報化の促進には、テク
ノロジーの普及に先立って教員の意識改革が求められ
る。特別支援教育の分野では、実践成果の蓄積とその
特別支援教育におけるICTの利用に対する関係者の意識
－テレビ会議システムによるフォーラムの研修効果－
Factor Analysis on the Consciousness of ICT Use in People Concerning Special Education
－Training Effects of the Special Education Forum by Videoconference System－
江田 裕介
EDA Yusuke
(和歌山大学教育学部)
要旨：テレビ会議システムを利用した広域のフォーラムを開催し、特別支援教育におけるICTの利用をテーマとした
協議と実践報告を行った。その事前、事後で参加者にアンケート調査を実施し、ICTの教育的な利用に対する意識の変
化を調べた。回答を得点化し因子分析を行ったところ、「情報化への不安」「利用効果への期待」「学びの意欲」「指導
の自信」の４つの因子が抽出された。フォーラムの参加者はICTの導入に強い期待と意欲をもつ一方、教育環境の急速
な情報化に不安を感じ、障害のある児童が活動を機器に頼ることや、心身への影響に対する懸念を示していた。また
「指導の自信」の因子得点が低かった。しかし事後のアンケートでは４つの因子すべてで得点が有意に向上し、フォー
ラムの研修効果が認められた。性別による差がみられ、ICTの利用には男性がより積極的であった。特に「情報化への
不安」と「指導の自信」の因子ではフォーラム参加後も女性の得点が有意に低かった。年代による得点の差はみられ
なかった。
キーワード：特別支援教育、ICT、テレビ会議システム、教育の情報化、因子分析
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◯中学校で行った地学分野の実験や観察についての質
問（覚えているもの）
　アンケート結果については表 4 に示した。地学分野
の実験はほとんどの学生からはなく、岩石薄片のス
ケッチ、月の見え方など、観察でもいいようなものに
なっている。それに対して観察は約半分の学生から回
答があった。プラネタリウム、皆既日食、望遠鏡での
月食観察、石、火成岩の観察、また地層の観察などで
実験というより観察が主体であることがわかる。サメ
の歯観察は化石との関連であろう。
◯選択形式でのアンケート調査結果
① 実物の化石を学校の授業で触ったり、見たことがあ
りますか。
　 　結果は表 5 に示した。化石については 3 分の 1 の
学生が触ったり、見たことがあるが、小学校では触
れたり、見たりしておらず、中学校になってからで
あった。
② 化石の模型を学校で触ったり、見たりしたことがあ
りますか。
　　結果は表 6 に示した。
表３ 小学校で行った地学分野の観察
自由記述形式㻌
小学校で行った地学分野の観察（覚えているもの）㻌
地球と天体の運動㻌 人数㻌
プラネタリウム㻌 㻞㻌
日陰の位置と太陽の動き㻌 㻝㻌
日食㻌 㻝㻌
太陽の動き㻌 㻝＊㻌
星の観測㻌 㻝㻌
天体観測㻌 㻝㻌
月の望遠鏡観察㻌 㻝㻌
月の位置の定点観測㻌 㻝㻌
偏向板の太陽観察㻌 㻝㻌
月の観測㻌 㻝㻌
地球の大気と水の循環㻌
気象観測㻌 㻟＊㻌
地球の内部と地表面の変動㻌
地層観察㻌 㻞㻌
＊：複数回答㻌
㻝㻡人回答（㻞㻟人中）㻌
表４ 中学校で行った地学分野の実験・観察
自由記述形式㻌
中学校で行った地学分野の実験（覚えているもの）㻌
地球と天体の運動㻌 人数㻌
月の見え方㻌 㻝㻌
地球の内部と地表面の変動㻌
岩石薄片のスケッチ㻌 㻝㻌
堆積物の級化実験㻌 㻝㻌
３人回答（㻞㻟人中）㻌
自由記述形式㻌
中学校で行った地学分野の観察（覚えているもの）㻌
地球と天体の運動㻌 人数㻌
プラネタリウム㻌 㻞㻌
太陽の動きの観察㻌 㻝㻌
皆既日食㻌 㻝㻌
望遠鏡で月食観察㻌 㻝㻌
地球の内部と地表面の変動㻌
礫・砂・泥違いを観察㻌 㻝㻌
地層の観察㻌 㻝＊㻌
化石探し㻌 㻝＊㻌
火成岩の（顕微鏡）観察㻌 㻞㻌
石の観察㻌 㻞㻌
サメの歯観察㻌 㻝㻌
＊：複数回答㻌
㻝㻞人回答（㻞㻟人中）㻌
表５ 化石についてのアンケート調査結果１
実物の化石を学校の授業で触ったり、見たことがありますか。㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻤㻌 㻝㻜㻌 㻡㻌 㻞㻟㻌
㻟㻠㻚㻤㻑㻌 㻠㻟㻚㻡㻑㻌 㻞㻝㻚㻣㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
ある人はどの校種ですか㻌
小学校㻌 中学校㻌 不明㻌 総計㻌
㻜㻌 㻣㻌 㻝㻌 㻤㻌
㻜㻌 㻤㻣㻚㻡㻑㻌 㻝㻞㻚㻡㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表３ 小学校で行った地学分野の観察
自由記述形式㻌
小学校で行った地学分野の観察（覚えているもの）㻌
地球と天体の運動㻌 人数㻌
プラネタリウム㻌 㻞㻌
日陰の位置と太陽の動き㻌 㻝㻌
日食㻌 㻝㻌
太陽の動き㻌 㻝＊㻌
星の観測㻌 㻝㻌
天体観測㻌 㻝㻌
月の望遠鏡観察㻌 㻝㻌
月の位置の定点観測㻌 㻝㻌
偏向板の太陽観察㻌 㻝㻌
月の観測㻌 㻝㻌
地球の大気と水の循環㻌
気象観測㻌 㻟＊㻌
地球の内部と地表面の変動㻌
地層観察㻌 㻞㻌
＊：複数回答㻌
㻝㻡人回答（㻞㻟人中）㻌
表４ 中学校で行った地学分野の実験・観察
自由記述形式㻌
中学校で行った地学分野の実験（覚えているもの）㻌
地球と天体の運動㻌 人数㻌
月の見え方㻌 㻝㻌
地球の内部と地表面の変動㻌
岩石薄片のスケッチ㻌 㻝㻌
堆積物の級化実験㻌 㻝㻌
３人回答（㻞㻟人中）㻌
自由記述形式㻌
中学校で行った地学分野の観察（覚えているもの）㻌
地球と天体の運動㻌 人数㻌
プラネタリウム㻌 㻞㻌
太陽の動きの観察㻌 㻝㻌
皆既日食㻌 㻝㻌
望遠鏡で月食観察㻌 㻝㻌
地球の内部と地表面の変動㻌
礫・砂・泥違いを観察㻌 㻝㻌
地層の観察㻌 㻝＊㻌
化石探し㻌 㻝＊㻌
火成岩の（顕微鏡）観察㻌 㻞㻌
石の観察㻌 㻞㻌
サメの歯観察㻌 㻝㻌
＊：複数回答㻌
㻝㻞人回答（㻞㻟人中）㻌
表５ 化石についてのアンケート調査結果１
実物の化石を学校の授業で触ったり、見たことがありますか。㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻤㻌 㻝㻜㻌 㻡㻌 㻞㻟㻌
㻟㻠㻚㻤㻑㻌 㻠㻟㻚㻡㻑㻌 㻞㻝㻚㻣㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
ある人はどの校種ですか㻌
小学校㻌 中学校㻌 不明㻌 総計㻌
㻜㻌 㻣㻌 㻝㻌 㻤㻌
㻜㻌 㻤㻣㻚㻡㻑㻌 㻝㻞㻚㻡㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表３ 小学校で行った地学分野の観察
自由記述形式㻌
小学校で行った地学分野の観察（覚えているもの）㻌
地球と天体の運動㻌 人数㻌
プラネタリウム㻌 㻞㻌
日陰の位置と太陽の動き㻌 㻝㻌
日食㻌 㻝㻌
太陽の動き㻌 㻝＊㻌
星の観測㻌 㻝㻌
天体観測㻌 㻝㻌
月の望遠鏡観察㻌 㻝㻌
月の位置の定点観測㻌 㻝㻌
偏向板の太陽観察㻌 㻝㻌
月の観測㻌 㻝㻌
地球の大気と水の循環㻌
気象観測㻌 㻟＊
地球の内部と地表面の変 㻌
地層観察㻌 㻞㻌
＊：複数回答㻌
㻝㻡人回答（㻞㻟人中）㻌
表４ 中学校で行った地学分野の実験・観察
自由記述形式㻌
中学校で行った地学分野の実験（覚えているもの）㻌
地球と天体の運動㻌 人数㻌
月の見え方㻌 㻝㻌
地球の内部と地表面の変動㻌
岩石薄片のスケッチ㻌 㻝㻌
堆積物の級化実験㻌 㻝㻌
３人回答（㻞㻟人中）㻌
自由記述形式㻌
中学校で行った地学分野の観察（覚えているもの）㻌
地球と天体の運動㻌 人数㻌
プラネタリウム㻌 㻞㻌
太陽の動きの観察㻌 㻝㻌
皆既日食㻌 㻝㻌
望遠鏡で月食観察㻌 㻝㻌
地球の と
礫・砂・泥違いを観察㻌 㻝㻌
地層の観察㻌 㻝＊㻌
化石探し㻌 㻝＊㻌
火成岩の（顕微鏡）観察㻌 㻞㻌
石の観察㻌 㻞㻌
サメの歯観察㻌 㻝㻌
＊：複数回答㻌
㻝㻞人回答（㻞㻟人中）㻌
表５ 化石についてのアンケート調査結果１
実物の化石を学校の授業で触ったり、見たことがありますか。㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻤㻌 㻝㻜㻌 㻡㻌 㻞㻟㻌
㻟㻠㻚㻤㻑㻌 㻠㻟㻚㻡㻑㻌 㻞㻝㻚㻣㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
ある人はど 校種ですか
小学校㻌 中学校㻌 不明㻌 総計
㻜㻌 㻣㻌 㻝㻌 㻤㻌
㻜㻌 㻤㻣㻚㻡㻑㻌 㻝㻞㻚㻡㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表 3　小学校で行った地学分野の観察
表 5　化石につ
表 4　中学校で行った地学分野の実験・観察
表１ アンケート回答者の学年・性別
２年生㻌 ３年生㻌 ４年生㻌 不明㻌 合計㻌
男性㻌 㻝㻞㻌 㻝㻌 㻝㻌 㻞㻌 㻝㻢㻌
女性㻌 㻠㻌 㻞㻌 㻜㻌 㻝㻌 㻣㻌
合計㻌 㻝㻢㻌 㻟㻌 㻝㻌 㻟㻌 㻞㻟㻌
表２ 小学校で行った地学分野の実験
自由記述形式㻌
小学校で行った地学分野の実験（覚えているもの）㻌
地球と天体の運動㻌 人数㻌
太陽の動きの日時計㻌 㻝㻌
星の動き㻌 㻝㻖㻌
ライトで月の満ち欠け㻌 㻝㻖㻌
地球の内部と地表面の変動㻌
流木の傾き㻌 㻝㻌
流れる水の働き㻌 㻝㻖㻌
川の流れ㻌 㻝㻌
グラウンドで水の流れ㻌 㻝㻌
ホースで流水 働き㻌 㻝㻖㻌
地層㻌 㻞㻖㻌
＊：複数回答㻌
７人回答（㻞㻟人中）㻌
表 2　小学校で行った地学分野の実験
．問題と目的
特別支援教育におけるICTの利用について、『教育の
情報化に関する手引き』（文部科学省，2010）では、「特
別な支援を必要とする児童生徒に対してその障害の状
態や発達の段階等に応じて活用することにより、学習
上又は生活上の困難を改善・克服させ、指導の効果を
高めることができる有用な機器である」としている。
さらに同書は、「社会の情報化が進展していく中で、児
童生徒が情報を主体的に活用できるようにしたり、情
報モラルを身に付けたりすることが一層重要になって
いる」ことを指摘している。また『特別支援学校小学
部・中学部学習指導要領』（文部科学省，2009）では、
各教科等の指導に当たり、「児童又は生徒がコンピュー
タや情報通信ネットワークなどの情報手段に慣れ親し
み、その基本的な操作や情報モラルを身に付け、適切
かつ主体的、積極的に活用できるようにするための学
習活動を充実する」ことが示されている。
障害のある児童の教育にICTを導入することは、通
常の学級と共通の目的で行われるだけでなく、障害に
よって生じる児童のコミュニケーションや学習の困難
を補うアシスティブ・テクノロジー（Assistive Tech-
nology；支援技術）としての意義がある。またマルチ
メディアの通信機能とインターネットを活用すること
で交流及び共同学習の手段として効果的であり、教育
的、心理的なインクルージョンの推進に貢献すること
ができる。したがってICTの適切な応用は特別支援教
育の分野で特に重要な課題ということができる。
2014年度には特別支援学校の児童・生徒を対象とし
た就学奨励費に高等部生徒がICTを購入する際の加算
が認められるようになった。和歌山県では高等部生徒
のICT購入費として５万円以内の助成が示されている
（和歌山県教育委員会，2014）。こうした制度の変化
も、障害児の教育におけるICTの有用性が公に認めら
れてきたことを示している。
一方、特別支援学校では、教員のICT活用能力の自己
評価が他の校種の教員と比べて低い（江田・森・一ツ
田，2010）。このことは、ICTに関する教員の知識や技
能の問題を示すというよりも、障害のある児童生徒の
授業にICTをどのように活用するのか、実践的な情報
の不足が影響していると予測される。またICTの利用
は、視覚障害児、聴覚障害児、肢体不自由児の教育の
領域では比較的進んでいるが、知的障害児の教育で遅
れが目立つ。従来の教材・教具や指導法と比べて、ど
のような指導効果や意義があるのか理解が行き渡って
いないと考えられる。教育の情報化の促進には、テク
ノロジーの普及に先立って教員の意識改革が求められ
る。特別支援教育の分野では、実践成果の蓄積とその
特別支援教育におけるICTの利用に対する関係者の意識
－テレビ会議システムによるフォーラムの研修効果－
Factor Analysis on the Consciousness of ICT Use in People Concerning Special Education
－Training Effects of the Special Education Forum by Videoconference System－
江田 裕介
EDA Yusuke
(和歌山大学教育学部)
要旨：テレビ会議システムを利用した広域のフォーラムを開催し、特別支援教育におけるICTの利用をテーマとした
協議と実践報告を行った。その事前、事後で参加者にアンケート調査を実施し、ICTの教育的な利用に対する意識の変
化を調べた。回答を得点化し因子分析を行ったところ、「情報化への不安」「利用効果への期待」「学びの意欲」「指導
の自信」の４つの因子が抽出された。フォーラムの参加者はICTの導入に強い期待と意欲をもつ一方、教育環境の急速
な情報化に不安を感じ、障害のある児童が活動を機器に頼ることや、心身への影響に対する懸念を示していた。また
「指導の自信」の因子得点が低かった。しかし事後のアンケートでは４つの因子すべてで得点が有意に向上し、フォー
ラムの研修効果が認められた。性別による差がみられ、ICTの利用には男性がより積極的であった。特に「情報化への
不安」と「指導の自信」の因子ではフォーラム参加後も女性の得点が有意に低かった。年代による得点の差はみられ
なかった。
キーワード：特別支援教育、ICT、テレビ会議システム、教育の情報化、因子分析
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　　化石の模型でも学生の約3分の1が触ったりして、
　特に小学校での体験が少し増えていることから、実
　物は小学校では難しいが、模型は小学校での体験に
　なっていたりする。
③ 実物の化石を学校外で触ったり、見たりことがあり
ますか。
　結果は表 7 に示した。約半数の学生が、博物館で化
石を見たことがあるようだ。
④石を学校の授業で触ったり、見たことがありますか。
　 　結果は表 8 に示した。約半分の学生が授業で触っ
たり、見ている。また化石とは違い、小学校から石
に触れたり、見たりして中学校で多くなる。
⑤学校で望遠鏡を使った授業はありましたか。
　 　結果は表 9 に示した。全体では少ないものの、小
学校、中学校、高校と全ての校種で利用されている。
⑥学校でパソコンやビデオ教材を使った授業を受けま
　したか。
　 　結果は表 10 に示した。小学校では約 3 分の 1 の
学生が覚えていて、中学校になると約半数の学生あ
ると答えている。このことから小学校より中学校で
の利用が高くなる傾向がある。
⑥小学校の地学分野はわかりやすかったですか
　 　結果は表 11 に示した。半分近くの学生が、わか
り くいよりわかりやすかったという結果になっ
た。
⑦小学校地学分野で関心のあった分野はどれですか
　 　結果は表 12 と多くの項目があるため棒グラフを
作成し、より感心の高い項目をわかるように図 2 に
示した。
　複数回答者がいるため、100% を超えるが、月と星
が 50% を超える。その次に流水の働きの順に多い。
土地のつくりと変化と天気の変化が少ない。
⑧中学校の地学分野はわかりやすかったですか
　 　結果は表 13 に示した。わかりやすいとわかりに
くいが同率になり、小学校に比べてわかりにくいよ
うだ。
⑨中学校地学分野で関心のあった分野はどれですか
　 　結果は表 14 と図 3 に示した。天文関係の分野で
関心が高い。特に太陽系と恒星が高く、天体の動き
と自転。公転になる。地球の内部と地表面の変動で
は、火山と地震が高く、地層の重なりと過去の様子
は低くなる。気象分野の関心が極端に低い。地球の
大気と水の循環が低く、気象観測や天気の変化が
10% 以下という一番低い関心になる。
表６化石についてのアンケート（模型）
化石の模型を学校で触ったり、見たりしたことがありま
すか。㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻣㻌 㻣㻌 㻥㻌 㻞㻟㻌
㻟㻜㻚㻠㻑㻌 㻟㻜㻚㻠㻑㻌 㻟㻥㻚㻝㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
ある人はどの校種ですか㻌
小学校㻌 中学校㻌 不明㻌 総計㻌
㻞㻌 㻠㻌 㻝㻌 ７㻌
㻞㻥㻚㻜㻑㻌 㻡㻣㻚㻜㻑㻌 㻝㻠㻚㻜㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表７ 化石についてのアンケート（学校外）
実物の化石を学校外で触ったり、見たりことがありますか。㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻝㻡㻌 㻣㻌 㻝㻌 㻞㻟㻌
㻢㻡㻚㻞㻑㻌 㻟㻜㻚㻠㻑㻌 㻠㻚㻟㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
ある人はどの場所ですか㻌
博物館㻌 地層の観察会㻌 その他㻌 総計㻌
㻝㻟㻌 㻝㻌 㻝㻌 㻝㻡㻌
㻤㻢㻚㻣㻑㻌 㻢㻚㻣㻑㻌 㻢㻚㻣㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表８ 石についてのアンケート
石を学校の授業で触ったり、見たことがありますか。㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻝㻞㻌 㻢㻌 㻡㻌 㻞㻟㻌
㻡㻞㻚㻞㻑㻌 㻞㻢㻚㻝㻑㻌 㻞㻝㻚㻣㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
ある人はどの校種ですか㻌
小学校㻌 中学校㻌 不明㻌 総計㻌
㻟㻌 㻥㻌 㻜㻌 㻝㻞㻌
㻞㻡㻚㻜㻑㻌 㻣㻡㻚㻜㻑㻌 㻜㻚㻜㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表９ 望遠鏡のアンケート
学校で望遠鏡を使った授業はありましたか。㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻝㻞㻌 㻢㻌 㻡㻌 㻞㻟㻌
㻡㻞㻚㻞㻑㻌 㻞㻢㻚㻝㻑㻌 㻞㻝㻚㻣㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
ある人はどの校種ですか㻌
小学校㻌 中学校㻌 不明㻌 総計㻌
㻟㻌 㻥㻌 㻜㻌 㻝㻞㻌
㻞㻡㻚㻜㻑㻌 㻣㻡㻚㻜㻑㻌 㻜㻚㻜㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表 学校での ,&7利用について
学校でパソコンやビデオ教材を使った授業を受けましたか。㻌
小学校㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻤㻌 㻝㻝㻌 㻠㻌 㻞㻟㻌
㻟㻠㻚㻤㻑㻌 㻠㻣㻚㻤㻑㻌 㻝㻣㻚㻠㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
中学校㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻝㻝㻌 㻥㻌 㻟㻌 㻞㻟㻌
㻠㻣㻚㻤㻑㻌 㻟㻥㻚㻝㻑㻌 㻝㻟㻚㻜㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表  小学校での地学分野のわかりやすさ
小学校の地学分野はわかりやすかったですか。㻌
わかりやすい㻌 わかりにくい㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻝㻜㻌 㻠㻌 㻥㻌 㻞㻟㻌
㻠㻟㻚㻡㻑㻌 㻝㻣㻚㻠㻑㻌 㻟㻥㻚㻝㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表６化石についてのアンケート（模型）
化石の模型を学校で触ったり、見たりしたことがありま
すか。㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻣㻌 㻣㻌 㻥㻌 㻞㻟㻌
㻟㻜㻚㻠㻑㻌 㻟㻜㻚㻠㻑㻌 㻟㻥㻚㻝㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
ある人はどの校種ですか㻌
小学校㻌 中学校㻌 不明㻌 総計㻌
㻞㻌 㻠㻌 㻝㻌 ７㻌
㻞㻥㻚㻜㻑㻌 㻡㻣㻚㻜㻑㻌 㻝㻠㻚㻜㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表７ 化石についてのアンケート（学校外）
実物の化石を学校外で触ったり、見たりことがありますか。㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻝㻡㻌 㻣㻌 㻝㻌 㻞㻟㻌
㻢㻡㻚㻞㻑㻌 㻟㻜㻚㻠㻑㻌 㻠㻚㻟㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
ある人はどの場所ですか㻌
博物館㻌 地層の観察会㻌 その他㻌 総計㻌
㻝㻟㻌 㻝㻌 㻝㻌 㻝㻡㻌
㻤㻢㻚㻣㻑㻌 㻢㻚㻣㻑㻌 㻢㻚㻣㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表８ 石についてのアンケート
石を学校の授業で触ったり、見たことがありますか。㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻝㻞㻌 㻢㻌 㻡㻌 㻞㻟㻌
㻡㻞㻚㻞㻑㻌 㻞㻢㻚㻝㻑㻌 㻞㻝㻚㻣㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
ある人はどの校種ですか㻌
小学校㻌 中学校㻌 不明㻌 総計㻌
㻟㻌 㻥㻌 㻜㻌 㻝㻞㻌
㻞㻡㻚㻜㻑㻌 㻣㻡㻚㻜㻑㻌 㻜㻚㻜㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表９ 望遠鏡のアンケート
学校で望遠鏡を使った授業はありましたか。㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻝㻞㻌 㻢㻌 㻡㻌 㻞㻟㻌
㻡㻞㻚㻞㻑㻌 㻞㻢㻚㻝㻑㻌 㻞㻝㻚㻣㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
ある人はどの校種ですか㻌
小学校㻌 中学校㻌 不明㻌 総計㻌
㻟㻌 㻥㻌 㻜㻌 㻝㻞㻌
㻞㻡㻚㻜㻑㻌 㻣㻡㻚㻜㻑㻌 㻜㻚㻜㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表 学校での ,&7利用について
学校でパソコンやビデオ教材を使った授業を受けましたか。㻌
小学校㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻤㻌 㻝㻝㻌 㻠㻌 㻞㻟㻌
㻟㻠㻚㻤㻑㻌 㻠㻣㻚㻤㻑㻌 㻝㻣㻚㻠㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
中学校㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻝㻝㻌 㻥㻌 㻟㻌 㻞㻟㻌
㻠㻣㻚㻤㻑㻌 㻟㻥㻚㻝㻑㻌 㻝㻟㻚㻜㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表  小学校での地学分野のわかりやすさ
小学校の地学分野はわかりやすかったですか。㻌
わかりやすい㻌 わかりにくい㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻝㻜㻌 㻠㻌 㻥㻌 㻞㻟㻌
㻠㻟㻚㻡㻑㻌 㻝㻣㻚㻠㻑㻌 㻟㻥㻚㻝㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表６化石についてのアンケート（模型）
化石の模型を学校で触ったり、見たりしたことがありま
すか。㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻣㻌 㻣㻌 㻥㻌 㻞㻟㻌
㻟㻜㻚㻠㻑㻌 㻟㻜㻚㻠㻑㻌 㻟㻥㻚㻝㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
ある人はどの校種ですか㻌
小学校㻌 中学校㻌 不明㻌 総計㻌
㻞㻌 㻠㻌 㻝㻌 ７㻌
㻞㻥㻚㻜㻑㻌 㻡㻣㻚㻜㻑㻌 㻝㻠㻚㻜㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表７ 化石についてのアンケート（学校外）
実物の化石を学校外で触ったり、見たりことがありますか。㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻝㻡㻌 㻣㻌 㻝㻌 㻞㻟㻌
㻢㻡㻚㻞㻑㻌 㻟㻜㻚㻠㻑㻌 㻠㻚㻟㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
ある人はどの場所で 㻌
博物館㻌 地層の観察会㻌 その他㻌 総計㻌
㻝㻟㻌 㻝㻌 㻝㻌 㻝㻡㻌
㻤㻢㻚㻣㻑㻌 㻢㻚㻣㻑㻌 㻢㻚㻣㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表８ 石についてのアンケート
石を学校の授業で触ったり、見たことがありますか。㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻝㻞㻌 㻢㻌 㻡㻌 㻞㻟㻌
㻡㻞㻚㻞㻑㻌 㻞㻢㻚㻝㻑㻌 㻞㻝㻚㻣㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
ある人はどの校種ですか㻌
小学校㻌 中学校㻌 不明㻌 総計㻌
㻟㻌 㻥㻌 㻜㻌 㻝㻞㻌
㻞㻡㻚㻜㻑㻌 㻣㻡㻚㻜㻑㻌 㻜㻚㻜㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表９ 望遠鏡のアンケート
学校で望遠鏡を使った授業はありましたか。㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻝㻞㻌 㻢㻌 㻡㻌 㻞㻟㻌
㻡㻞㻚㻞㻑㻌 㻞㻢㻚㻝㻑㻌 㻞㻝㻚㻣㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
ある人はどの校種ですか㻌
小学校㻌 中学校㻌 不明㻌 総計㻌
㻟㻌 㻥㻌 㻜㻌 㻝㻞㻌
㻞㻡㻚㻜㻑㻌 㻣㻡㻚㻜㻑㻌 㻜㻚㻜㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表 学校での ,&7利用について
学校でパソコンやビデオ教材を使った授業を受けましたか。㻌
小学校㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻤㻌 㻝㻝㻌 㻠㻌 㻞㻟㻌
㻟㻠㻚㻤㻑㻌 㻠㻣㻚㻤㻑㻌 㻝㻣㻚㻠㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
中学校㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻝㻝㻌 㻥㻌 㻟㻌 㻞㻟㻌
㻠㻣㻚㻤㻑㻌 㻟㻥㻚㻝㻑㻌 㻝㻟㻚㻜㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表  小学校での地学分野のわかりやすさ
小学校の地学分野はわかりやすかったですか。㻌
わかりやすい㻌 わかりにくい㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻝㻜㻌 㻠㻌 㻥㻌 㻞㻟㻌
㻠㻟㻚㻡㻑㻌 㻝㻣㻚㻠㻑㻌 㻟㻥㻚㻝㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表６化石についてのアンケート（模型）
化石の模型を学校で触ったり、見たりしたことがありま
すか。㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻣㻌 㻣㻌 㻥㻌 㻞㻟㻌
㻟㻜㻚㻠㻑㻌 㻟㻜㻚㻠㻑㻌 㻟㻥㻚㻝㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
ある人はどの校種ですか㻌
小学校㻌 中学校㻌 不明㻌 総計㻌
㻞㻌 㻠㻌 㻝㻌 ７㻌
㻞㻥㻚㻜㻑㻌 㻡㻣㻚㻜㻑㻌 㻝㻠㻚㻜㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表７ 化石についてのアンケート（学校外）
実物の化石を学校外で触ったり、見たりことがありますか。㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻝㻡㻌 㻣㻌 㻝㻌 㻞㻟㻌
㻢㻡㻚㻞㻑㻌 㻟㻜㻚㻠㻑㻌 㻠㻚㻟㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
ある人はどの場所ですか㻌
博物館㻌 地層の観察会㻌 その他㻌 総計㻌
㻝㻟㻌 㻝㻌 㻝㻌 㻝㻡㻌
㻤㻢㻚㻣㻑㻌 㻢㻚㻣㻑㻌 㻢㻚㻣㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表８ 石についてのアンケート
石を学校の授業で触ったり、見たことがありますか。㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻝㻞㻌 㻢㻌 㻡㻌 㻞㻟㻌
㻡㻞㻚㻞㻑㻌 㻞㻢㻚㻝㻑㻌 㻞㻝㻚㻣㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
ある人はどの校種ですか㻌
小学校㻌 中学校㻌 不明㻌 総計㻌
㻟㻌 㻥㻌 㻜㻌 㻝㻞㻌
㻞㻡㻚㻜㻑㻌 㻣㻡㻚㻜㻑㻌 㻜㻚㻜㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表９ 望遠鏡のアンケート
学校で望遠鏡を使 た授業はありましたか。㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻝㻞㻌 㻢㻌 㻡㻌 㻞㻟㻌
㻡㻞㻚㻞㻑㻌 㻞㻢㻚㻝㻑㻌 㻞㻝㻚㻣㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
ある人はどの校種ですか㻌
小学校㻌 中学校㻌 不明㻌 総計㻌
㻟㻌 㻥㻌 㻜㻌 㻝㻞㻌
㻞㻡㻚㻜㻑㻌 㻣㻡㻚㻜㻑㻌 㻜㻚㻜㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表 学校での ,&7利用について
学校でパソコンやビデオ教材を使った授業を受けましたか。㻌
小学校㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻤㻌 㻝㻝㻌 㻠㻌 㻞㻟㻌
㻟㻠㻚㻤㻑㻌 㻠㻣㻚㻤㻑㻌 㻝㻣㻚㻠㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
中学校㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻝㻝㻌 㻥㻌 㻟㻌 㻞㻟㻌
㻠㻣㻚㻤㻑㻌 㻟㻥㻚㻝㻑㻌 㻝㻟㻚㻜㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表  小学校での地学分野のわかりやすさ
小学校の地学分野はわかりやすかったですか。㻌
わかりやすい㻌 わかりにくい㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻝㻜㻌 㻠㻌 㻥㻌 㻞㻟㻌
㻠㻟㻚㻡㻑㻌 㻝㻣㻚㻠㻑㻌 㻟㻥㻚㻝㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表 6　 ンケート（模型）
7　 ト（学校外）
表８　
表 9　望
表６化石についてのアンケート（模型）
化石の模型を学校で触ったり、見たりしたことがありま
すか。㻌
あ 㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻣㻌 㻣㻌 㻥㻌 㻞㻟㻌
㻟㻜㻚㻠㻑㻌 㻟㻜㻚㻠㻑㻌 㻟㻥㻚㻝㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
ある人はどの校種ですか㻌
小学校㻌 中学校㻌 不明㻌 総計㻌
㻞㻌 㻠㻌 㻝㻌 ７㻌
㻞㻥㻚㻜㻑㻌 㻡㻣㻚㻜㻑㻌 㻝㻠㻚㻜㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表７ 化石についてのアンケート（学校外）
実物の化石を学校外で触ったり、見たりことがありますか。㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻝㻡㻌 㻣㻌 㻝㻌 㻞㻟㻌
㻢㻡㻚㻞㻑㻌 㻟㻜㻚㻠㻑㻌 㻠㻚㻟㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
ある人はどの場所ですか㻌
博物館㻌 地層の観察会㻌 その他㻌 総計㻌
㻝㻟㻌 㻝㻌 㻝㻌 㻝㻡㻌
㻤㻢㻚㻣㻑㻌 㻢㻚㻣㻑㻌 㻢㻚㻣㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表８ 石についてのアンケート
石を学校の授業で触ったり、見たことがありますか。㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻝㻞㻌 㻢㻌 㻡㻌 㻞㻟㻌
㻡㻞㻚㻞㻑㻌 㻞㻢㻚㻝㻑㻌 㻞㻝㻚㻣㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
ある人はどの校種ですか㻌
小学校㻌 中学校㻌 不明㻌 総計㻌
㻟㻌 㻥㻌 㻜㻌 㻝㻞㻌
㻞㻡㻚㻜㻑㻌 㻣㻡㻚㻜㻑㻌 㻜㻚㻜㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表９ 望遠鏡のアンケート
学校で望遠鏡を使った授業はありましたか。㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻝㻞㻌 㻢㻌 㻡㻌 㻞㻟㻌
㻡㻞㻚㻞㻑㻌 㻞㻢㻚㻝㻑㻌 㻞㻝㻚㻣㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
ある人はどの校種ですか㻌
小学校㻌 中学校㻌 不明㻌 総計㻌
㻟㻌 㻥㻌 㻜㻌 㻝㻞㻌
㻞㻡㻚㻜㻑㻌 㻣㻡㻚㻜㻑㻌 㻜㻚㻜㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表 学校での ,&7利用について
学校でパソコンやビデオ教材を使った授業を受けましたか。㻌
小学校㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻤㻌 㻝㻝㻌 㻠㻌 㻞㻟㻌
㻟㻠㻚㻤㻑㻌 㻠㻣㻚㻤㻑㻌 㻝㻣㻚㻠㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
中学校㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻝㻝㻌 㻥㻌 㻟㻌 㻞㻟㻌
㻠㻣㻚㻤㻑㻌 㻟㻥㻚㻝㻑㻌 㻝㻟㻚㻜㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表  小学校での地学分野のわかりやすさ
小学校の地学分野はわかりやすかったですか。㻌
わかりやすい㻌 わかりにくい㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻝㻜㻌 㻠㻌 㻥㻌 㻞㻟㻌
㻠㻟㻚㻡㻑㻌 㻝㻣㻚㻠㻑㻌 㻟㻥㻚㻝㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表 10学校での ICT
．問題と目的
特別支援教育におけるICTの利用について、『教育の
情報化に関する手引き』（文部科学省，2010）では、「特
別な支援を必要とする児童生徒に対してその障害の状
態や発達の段階等に応じて活用することにより、学習
上又は生活上の困難を改善・克服させ、指導の効果を
高めることができる有用な機器である」としている。
さらに同書は、「社会の情報化が進展していく中で、児
童生徒が情報を主体的に活用できるようにしたり、情
報モラルを身に付けたりすることが一層重要になって
いる」ことを指摘している。また『特別支援学校小学
部・中学部学習指導要領』（文部科学省，2009）では、
各教科等の指導に当たり、「児童又は生徒がコンピュー
タや情報通信ネットワークなどの情報手段に慣れ親し
み、その基本的な操作や情報モラルを身に付け、適切
かつ主体的、積極的に活用できるようにするための学
習活動を充実する」ことが示されている。
障害のある児童の教育にICTを導入することは、通
常の学級と共通の目的で行われるだけでなく、障害に
よって生じる児童のコミュニケーションや学習の困難
を補うアシスティブ・テクノロジー（Assistive Tech-
nology；支援技術）としての意義がある。またマルチ
メディアの通信機能とインターネットを活用すること
で交流及び共同学習の手段として効果的であり、教育
的、心理的なインクルージョンの推進に貢献すること
ができる。したがってICTの適切な応用は特別支援教
育の分野で特に重要な課題ということができる。
2014年度には特別支援学校の児童・生徒を対象とし
た就学奨励費に高等部生徒がICTを購入する際の加算
が認められるようになった。和歌山県では高等部生徒
のICT購入費として５万円以内の助成が示されている
（和歌山県教育委員会，2014）。こうした制度の変化
も、障害児の教育におけるICTの有用性が公に認めら
れてきたことを示している。
一方、特別支援学校では、教員のICT活用能力の自己
評価が他の校種の教員と比べて低い（江田・森・一ツ
田，2010）。このことは、ICTに関する教員の知識や技
能の問題を示すというよりも、障害のある児童生徒の
授業にICTをどのように活用するのか、実践的な情報
の不足が影響していると予測される。またICTの利用
は、視覚障害児、聴覚障害児、肢体不自由児の教育の
領域では比較的進んでいるが、知的障害児の教育で遅
れが目立つ。従来の教材・教具や指導法と比べて、ど
のような指導効果や意義があるのか理解が行き渡って
いないと考えられる。教育の情報化の促進には、テク
ノロジーの普及に先立って教員の意識改革が求められ
る。特別支援教育の分野では、実践成果の蓄積とその
特別支援教育におけるICTの利用に対する関係者の意識
－テレビ会議システムによるフォーラムの研修効果－
Factor Analysis on the Consciousness of ICT Use in People Concerning Special Education
－Training Effects of the Special Education Forum by Videoconference System－
江田 裕介
EDA Yusuke
(和歌山大学教育学部)
要旨：テレビ会議システムを利用した広域のフォーラムを開催し、特別支援教育におけるICTの利用をテーマとした
協議と実践報告を行った。その事前、事後で参加者にアンケート調査を実施し、ICTの教育的な利用に対する意識の変
化を調べた。回答を得点化し因子分析を行ったところ、「情報化への不安」「利用効果への期待」「学びの意欲」「指導
の自信」の４つの因子が抽出された。フォーラムの参加者はICTの導入に強い期待と意欲をもつ一方、教育環境の急速
な情報化に不安を感じ、障害のある児童が活動を機器に頼ることや、心身への影響に対する懸念を示していた。また
「指導の自信」の因子得点が低かった。しかし事後のアンケートでは４つの因子すべてで得点が有意に向上し、フォー
ラムの研修効果が認められた。性別による差がみられ、ICTの利用には男性がより積極的であった。特に「情報化への
不安」と「指導の自信」の因子ではフォーラム参加後も女性の得点が有意に低かった。年代による得点の差はみられ
なかった。
キーワード：特別支援教育、ICT、テレビ会議システム、教育の情報化、因子分析
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◯自由記述形式
・地学分野で難しいとか苦手だと感じたことを率直に
　書いてください。可能なら小学校と中学校で区分し
　てください。
　表 15 にまとめた。小学校より中学校の分野の方が
苦手な分野が多い、　関心の高い分野でも苦手はある。
・中学 3 年の「自然の恵みと災害」では何を学びまし
たか。覚えていたらお書きください。
　雨は恵み
　1 件を一人が記述しただけで、他の学生は覚えてい
　ないと記述したり、無記述であった。
表６化石についてのアンケート（模型）
化石の模型を学校で触ったり、見たりしたことがありま
すか。㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻣㻌 㻣㻌 㻥㻌 㻞㻟㻌
㻟㻜㻚㻠㻑㻌 㻟㻜㻚㻠㻑㻌 㻟㻥㻚㻝㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
ある人はどの校種ですか㻌
小学校㻌 中学校㻌 不明㻌 総計㻌
㻞㻌 㻠㻌 㻝㻌 ７㻌
㻞㻥㻚㻜㻑㻌 㻡㻣㻚㻜㻑㻌 㻝㻠㻚㻜㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表７ 化石についてのアンケート（学校外）
実物の化石を学校外で触ったり、見たりことがありますか。㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻝㻡㻌 㻣㻌 㻝㻌 㻞㻟㻌
㻢㻡㻚㻞㻑㻌 㻟㻜㻚㻠㻑㻌 㻠㻚㻟㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
ある人はどの場所ですか㻌
博物館㻌 地層の観察会㻌 その他㻌 総計㻌
㻝㻟㻌 㻝㻌 㻝㻌 㻝㻡㻌
㻤㻢㻚㻣㻑㻌 㻢㻚㻣㻑㻌 㻢㻚㻣㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表８ 石についてのアンケート
石を学校の授業で触ったり、見たことがありますか。㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻝㻞㻌 㻢㻌 㻡㻌 㻞㻟㻌
㻡㻞㻚㻞㻑㻌 㻞㻢㻚㻝㻑㻌 㻞㻝㻚㻣㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
ある人はどの校種ですか㻌
小学校㻌 中学校㻌 不明㻌 総計㻌
㻟㻌 㻥㻌 㻜㻌 㻝㻞㻌
㻞㻡㻚㻜㻑㻌 㻣㻡㻚㻜㻑㻌 㻜㻚㻜㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表９ 望遠鏡のアンケート
学校で望遠鏡を使った授業はありましたか。㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻝㻞㻌 㻢㻌 㻡㻌 㻞㻟㻌
㻡㻞㻚㻞㻑㻌 㻞㻢㻚㻝㻑㻌 㻞㻝㻚㻣㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
ある人はどの校種ですか㻌
小学校㻌 中学校㻌 不明㻌 総計㻌
㻟㻌 㻥㻌 㻜㻌 㻝㻞㻌
㻞㻡㻚㻜㻑㻌 㻣㻡㻚㻜㻑㻌 㻜㻚㻜㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表 学校での ,&7利用について
学校でパソコンやビデオ教材を使った授業を受けましたか。㻌
小学校㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻤㻌 㻝㻝㻌 㻠㻌 㻞㻟㻌
㻟㻠㻚㻤㻑㻌 㻠㻣㻚㻤㻑㻌 㻝㻣㻚㻠㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
中学校㻌
ある㻌 ない㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻝㻝㻌 㻥㻌 㻟㻌 㻞㻟㻌
㻠㻣㻚㻤㻑㻌 㻟㻥㻚㻝㻑㻌 㻝㻟㻚㻜㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表  小学校での地学分野のわかりやすさ
小学校の地学分野はわかりやすかったですか。㻌
わかりやすい㻌 わかりにくい㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻝㻜㻌 㻠㻌 㻥㻌 㻞㻟㻌
㻠㻟㻚㻡㻑㻌 㻝㻣㻚㻠㻑㻌 㻟㻥㻚㻝㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表  小学校での地学分野で関心度について
小学校地学分野で関心のあった分野はどれですか。㻌
流水の働き㻌
土地のつく
りと変化㻌 天気の様子㻌 天気の変化㻌
㻢㻌 㻞㻌 㻟㻌 㻞㻌
㻞㻢㻚㻝㻑㻌 㻤㻚㻣㻑㻌 㻝㻟㻚㻜㻑㻌 㻤㻚㻣㻑㻌
太陽と地面㻌 月と星㻌 月と太陽㻌
㻠㻌 㻝㻞㻌 㻠㻌
㻝㻣㻚㻠㻑㻌 㻡㻞㻚㻞㻑㻌 㻝㻣㻚㻠㻑㻌
表  中学校での地学分野のわかりやすさ
中学校の地学分野はわかりやすかったですか。㻌
わかりやすい㻌 わかりにくい㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻣㻌 㻣㻌 㻥㻌 㻞㻟㻌
㻟㻜㻚㻜㻑㻌 㻟㻜㻚㻜㻑㻌 㻟㻥㻚㻝㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表  中学校における地学分野の関心度
中学校地学分野で関心のあった分野はどれですか。㻌
火山と地震㻌
地層の重なり
と過去の様子㻌
気象観測㻌 天気の変化㻌
㻢㻌 㻟㻌 㻝㻌 㻞㻌
㻞㻢㻚㻝㻑㻌 㻝㻟㻚㻜㻑㻌 㻠㻚㻠㻑㻌 㻤㻚㻣㻑㻌
日本の気象㻌
天体の動きと地
球の自転・公転㻌
太陽系と恒
星㻌
㻠㻌 㻢㻌 㻥㻌
㻝㻣㻚㻠㻑㻌 㻞㻢㻚㻝㻑㻌 㻟㻥㻚㻝㻑㻌
表  小中学校における苦手の分野
自由記述形式㻌
地学分野で難しいとか苦手だと感じたことを率直に書いてください。
可能なら小学校と中学校で区分してください。㻌
小学校㻌 人数㻌
地球と天体の運動㻌
星の動き㻌 㻝㻌
月の満ち欠け㻌 㻝㻌
天文分野㻌 㻝㻌
地球と大気と水の循環㻌
天気㻌 㻝㻌
気象㻌 㻝㻌
その他㻌
㻌天体や地層などイメージしにくい㻌 㻝㻌
覚えることがいっぱい㻌 㻝㻌
７人（２３人中）㻌
中学校㻌 人数㻌
地球と天体の運動㻌
星などの方角がつかみにくい㻌 㻝㻌
太陽の月の満ち欠け㻌 㻝㻌
月の見え方㻌 㻝㻌
天文分野㻌 㻝㻌
星の動き㻌 㻝㻌
地球と大気と水の循環㻌
天気・気象㻌 㻝㻌
気団の名前は暗記になる㻌 㻝㻌
地球の内部と地表面の変動㻌
石の違い㻌 㻝㻌
地層からの年代読み取㻌 㻝㻌
地層㻌 㻝㻌
地震㻌 㻝㻌
地層の隆起や沈降㻌 㻝㻌
その他㻌
火山、太陽系など暗記が苦手㻌 㻝㻌
実物なく勉強㻌 㻝㻌
表  小学校での地学分野で関心度について
小学校地学分野で関心のあった分野はどれですか。㻌
流水の働き㻌
土地のつく
りと変化㻌 天気の様子㻌 天気の変化㻌
㻢㻌 㻞㻌 㻟㻌 㻞㻌
㻞㻢㻚㻝㻑㻌 㻤㻚㻣㻑㻌 㻝㻟㻚㻜㻑㻌 㻤㻚㻣㻑㻌
太陽と地面㻌 月と星㻌 月と太陽㻌
㻠㻌 㻝㻞㻌 㻠㻌
㻝㻣㻚㻠㻑㻌 㻡㻞㻚㻞㻑㻌 㻝㻣㻚㻠㻑㻌
分野のわかりやすさ
り すかったですか。㻌
㻌 り くい㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻣㻌 㻣㻌 㻥㻌 㻞㻟㻌
㻟㻜㻚㻜㻑㻌 㻟㻜㻚㻜㻑㻌 㻟㻥㻚㻝㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
 地学分野の関心度
中学校地学分野で関心のあった分野はどれですか。㻌
火山と地震㻌
地層の重なり
と過去の様子㻌
気象観測㻌 天気の変化㻌
㻢㻌 㻟㻌 㻝㻌 㻞㻌
㻞㻢㻚㻝㻑㻌 㻝㻟㻚㻜㻑㻌 㻠㻚㻠㻑㻌 㻤㻚㻣㻑㻌
日本の気象㻌
天体の動きと地
球の自転・公転㻌
太陽系と恒
星㻌
㻠㻌 㻢㻌 㻥㻌
㻝㻣㻚㻠㻑㻌 㻞㻢㻚㻝㻑㻌 㻟㻥㻚㻝㻑㻌
表  小中学校における苦手の分野
自由記述形式㻌
地学分野で難しいとか苦手だと感じたことを率直に書いてください。
可能なら小学校と中学校で区分してください。㻌
小学校㻌 人数㻌
地球と天体の運動㻌
星の動き㻌 㻝㻌
月の満ち欠け㻌 㻝㻌
天文分野㻌 㻝㻌
地球と大気と水の循環㻌
天気㻌 㻝㻌
気象㻌 㻝㻌
その他㻌
㻌天体や地層などイメージしにくい㻌 㻝㻌
覚えることがいっぱい㻌 㻝㻌
７人（２３人中）㻌
中学校㻌 人数㻌
地球と天体の運動㻌
星などの方角がつかみにくい㻌 㻝㻌
太陽の月の満ち欠け㻌 㻝㻌
月の見え方㻌 㻝㻌
天文分野㻌 㻝㻌
星の動き㻌 㻝㻌
地球と大気と水の循環㻌
天気・気象㻌 㻝㻌
気団の名前は暗記になる㻌 㻝㻌
地球の内部と地表面の変動㻌
石の違い㻌 㻝㻌
地層からの年代読み取㻌 㻝㻌
地層㻌 㻝㻌
地震㻌 㻝㻌
地層の隆起や沈降㻌 㻝㻌
その他㻌
火山、太陽系など暗記が苦手㻌 㻝㻌
実物なく勉強㻌 㻝㻌
 学校での地学分野で関心度について
野で関心のあった分野はどれですか。㻌
き㻌
土地のつく
りと変化㻌 天気の様子㻌 天気の変化㻌
㻢㻌 㻞㻌 㻟㻌 㻞㻌
㻞㻢㻚㻝㻑㻌 㻤㻚㻣㻑㻌 㻝㻟㻚㻜㻑㻌 㻤㻚㻣㻑㻌
㻌 月と星㻌 月と太陽㻌
㻠㻌 㻝㻞㻌 㻠㻌
㻝㻣㻚㻠㻑㻌 㻡㻞㻚㻞㻑㻌 㻝㻣㻚㻠㻑㻌
表  中学校での地学分野のわかりやすさ
中学校の地学分野はわかりやすかったですか。㻌
わかりやすい㻌 わかりにくい㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻣㻌 㻣㻌 㻥㻌 㻞㻟㻌
㻟㻜㻚㻜㻑㻌 㻟㻜㻚㻜㻑㻌 㻟㻥㻚㻝㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表  中学校における地学分野の関心度
中学校地学分野で関心のあった分野はどれですか。㻌
火山と地震㻌
地層 重なり
と過去の様子㻌
気象観測㻌 天気の変化㻌
㻢㻌 㻟㻌 㻝㻌 㻞㻌
㻞㻢㻚㻝㻑㻌 㻝㻟㻚㻜㻑㻌 㻠㻚㻠㻑㻌 㻤㻚㻣㻑㻌
日本の気象㻌
天体の動きと地
球の自転・公転㻌
太陽系と恒
星㻌
㻠㻌 㻢㻌 㻥㻌
㻝㻣㻚㻠㻑㻌 㻞㻢㻚㻝㻑㻌 㻟㻥㻚㻝㻑㻌
表  小中学校における苦手の分野
自由記述形式㻌
地学分野で難しいとか苦手だと感じたことを率直に書いてください。
可能なら小学校と中学校で区分してください。㻌
小学校㻌 人数㻌
地球と天体の運動㻌
星の動き㻌 㻝㻌
月の満ち欠け㻌 㻝㻌
天文分野㻌 㻝㻌
地球と大気と水の循環㻌
天気㻌 㻝㻌
気象㻌 㻝㻌
その他㻌
㻌天体や地層などイメージしにくい㻌 㻝㻌
覚えることがいっぱい㻌 㻝㻌
７人（２３人中）㻌
中学校㻌 人数㻌
地球と天体の運動㻌
星など 方角がつかみにくい㻌 㻝㻌
太陽の月の満ち欠け㻌 㻝㻌
月の見え方㻌 㻝㻌
天文分野㻌 㻝㻌
星の動き㻌 㻝㻌
地球と大気と水の循環㻌
天気・気象㻌 㻝㻌
気団の名前は暗記になる㻌 㻝㻌
地球の内部と地表面の変動㻌
石の違い㻌 㻝㻌
地層からの年代読み取㻌 㻝㻌
地層㻌 㻝㻌
地震㻌 㻝㻌
地層の隆起や沈降㻌 㻝㻌
その他㻌
火山、太陽系など暗記が苦手㻌 㻝㻌
実物なく勉強㻌 㻝㻌
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図 2　小学校において地学分野の関心のある分野
図 3　中学校における地学分野の関心のある分野
13　 の地学 やすさ
表 14　
表  小学校での地学分野で関心度について
小学校地学分野で関心のあった分野はどれですか。㻌
流水の働き㻌
土地のつく
りと変化㻌 天気の様子㻌 天気の変化㻌
㻢㻌 㻞㻌 㻟㻌 㻞㻌
㻞㻢㻚㻝㻑㻌 㻤㻚㻣㻑㻌 㻝㻟㻚㻜㻑㻌 㻤㻚㻣㻑㻌
太陽と地面㻌 月と星㻌 月と太陽㻌
㻠㻌 㻝㻞㻌 㻠㻌
㻝㻣㻚㻠㻑㻌 㻡㻞㻚㻞㻑㻌 㻝㻣㻚㻠㻑㻌
表  中学校での地学分野のわかりやすさ
中学校の地学分野はわかりやすかったですか。㻌
わかりやすい㻌 わかりにくい㻌 覚えていない㻌 総計㻌
㻣㻌 㻣㻌 㻥㻌 㻞㻟㻌
㻟㻜㻚㻜㻑㻌 㻟㻜㻚㻜㻑㻌 㻟㻥㻚㻝㻑㻌 㻝㻜㻜㻑㻌
表  中学校における地学分野の関心度
中学校地学分野で関心のあった分野はどれですか。㻌
火山と地震㻌
地層の重なり
と過去の様子㻌
気象観測㻌 天気 変化㻌
㻢㻌 㻟㻌 㻝㻌 㻞㻌
㻞㻢㻚㻝㻑㻌 㻝㻟㻚㻜㻑㻌 㻠㻚㻠㻑㻌 㻤㻚㻣㻑㻌
日本の気象㻌
天体の動きと地
球の自転・公転㻌
太陽系と恒
星㻌
㻠㻌 㻢㻌 㻥㻌
㻝㻣㻚㻠㻑㻌 㻞㻢㻚㻝㻑㻌 㻟㻥㻚㻝㻑㻌
表  小中学校における苦手の分野
自由記述形式㻌
地学分野で難しいとか苦手だと感じたことを率直に書いてください。
可能なら小学校と中学校で区分してください。㻌
小学校㻌 人数㻌
地球と天体の運動㻌
星の動き㻌 㻝㻌
月の満ち欠け㻌 㻝㻌
天文分野㻌 㻝㻌
地球と大気と水の循環㻌
天気㻌 㻝㻌
気象㻌 㻝㻌
その他㻌
㻌天体や地層などイメージしにくい㻌 㻝㻌
覚えることがいっぱい㻌 㻝㻌
７人（２３人中）㻌
中学校㻌 人数㻌
地球と天体の運動㻌
星などの方角がつかみにくい㻌 㻝㻌
太陽の月の満ち欠け㻌 㻝㻌
月の見え方㻌 㻝㻌
天文分野㻌 㻝㻌
星の動き㻌 㻝㻌
地球と大気と水の循環㻌
天気・気象㻌 㻝㻌
気団の名前は暗記になる㻌 㻝㻌
地球の内部と地表面の変動㻌
石の違い㻌 㻝㻌
地層からの年代読み取㻌 㻝㻌
地層㻌 㻝㻌
地震㻌 㻝㻌
地層の隆起や沈降㻌 㻝㻌
その他㻌
火山、太陽系など暗記が苦手㻌 㻝㻌
実物なく勉強㻌 㻝㻌
表 15　小中学校における苦手の分野
．問題と目的
特別支援教育におけるICTの利用について、『教育の
情報化に関する手引き』（文部科学省，2010）では、「特
別な支援を必要とする児童生徒に対してその障害の状
態や発達の段階等に応じて活用することにより、学習
上又は生活上の困難を改善・克服させ、指導の効果を
高めることができる有用な機器である」としている。
さらに同書は、「社会の情報化が進展していく中で、児
童生徒が情報を主体的に活用できるようにしたり、情
報モラルを身に付けたりすることが一層重要になって
いる」ことを指摘している。また『特別支援学校小学
部・中学部学習指導要領』（文部科学省，2009）では、
各教科等の指導に当たり、「児童又は生徒がコンピュー
タや情報通信ネットワークなどの情報手段に慣れ親し
み、その基本的な操作や情報モラルを身に付け、適切
かつ主体的、積極的に活用できるようにするための学
習活動を充実する」ことが示されている。
障害のある児童の教育にICTを導入することは、通
常の学級と共通の目的で行われるだけでなく、障害に
よって生じる児童のコミュニケーションや学習の困難
を補うアシスティブ・テクノロジー（Assistive Tech-
nology；支援技術）としての意義がある。またマルチ
メディアの通信機能とインターネットを活用すること
で交流及び共同学習の手段として効果的であり、教育
的、心理的なインクルージョンの推進に貢献すること
ができる。したがってICTの適切な応用は特別支援教
育の分野で特に重要な課題ということができる。
2014年度には特別支援学校の児童・生徒を対象とし
た就学奨励費に高等部生徒がICTを購入する際の加算
が認められるようになった。和歌山県では高等部生徒
のICT購入費として５万円以内の助成が示されている
（和歌山県教育委員会，2014）。こうした制度の変化
も、障害児の教育におけるICTの有用性が公に認めら
れてきたことを示している。
一方、特別支援学校では、教員のICT活用能力の自己
評価が他の校種の教員と比べて低い（江田・森・一ツ
田，2010）。このことは、ICTに関する教員の知識や技
能の問題を示すというよりも、障害のある児童生徒の
授業にICTをどのように活用するのか、実践的な情報
の不足が影響していると予測される。またICTの利用
は、視覚障害児、聴覚障害児、肢体不自由児の教育の
領域では比較的進んでいるが、知的障害児の教育で遅
れが目立つ。従来の教材・教具や指導法と比べて、ど
のような指導効果や意義があるのか理解が行き渡って
いないと考えられる。教育の情報化の促進には、テク
ノロジーの普及に先立って教員の意識改革が求められ
る。特別支援教育の分野では、実践成果の蓄積とその
特別支援教育におけるICTの利用に対する関係者の意識
－テレビ会議システムによるフォーラムの研修効果－
Factor Analysis on the Consciousness of ICT Use in People Concerning Special Education
－Training Effects of the Special Education Forum by Videoconference System－
江田 裕介
EDA Yusuke
(和歌山大学教育学部)
要旨：テレビ会議システムを利用した広域のフォーラムを開催し、特別支援教育におけるICTの利用をテーマとした
協議と実践報告を行った。その事前、事後で参加者にアンケート調査を実施し、ICTの教育的な利用に対する意識の変
化を調べた。回答を得点化し因子分析を行ったところ、「情報化への不安」「利用効果への期待」「学びの意欲」「指導
の自信」の４つの因子が抽出された。フォーラムの参加者はICTの導入に強い期待と意欲をもつ一方、教育環境の急速
な情報化に不安を感じ、障害のある児童が活動を機器に頼ることや、心身への影響に対する懸念を示していた。また
「指導の自信」の因子得点が低かった。しかし事後のアンケートでは４つの因子すべてで得点が有意に向上し、フォー
ラムの研修効果が認められた。性別による差がみられ、ICTの利用には男性がより積極的であった。特に「情報化への
不安」と「指導の自信」の因子ではフォーラム参加後も女性の得点が有意に低かった。年代による得点の差はみられ
なかった。
キーワード：特別支援教育、ICT、テレビ会議システム、教育の情報化、因子分析
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3.  石の分類
3. 1.  分類作業の準備
　アンケート調査した学生たちに現時点での石の分類
の力量を知るために調査した。石は標本の石や河原の
石などから無作為に抽出した。堆積岩（写真 1）、火
成岩（写真 2）、変成岩を含めた。
　堆積岩には砂岩、チャート、泥岩。火成岩には深成
岩や火山岩。変成岩では和歌山県から産出する結晶片
岩を利用した。
　また石の分類については作業するまえに予備知識と
して、簡単な特徴を述べた。堆積岩は海や陸地などで
砂や泥などが堆積してできたもの。火成岩はマグマが
地下で冷えて石となったり、火山から溶岩など噴出し
て冷えた石。変成岩はそれらの石が変性作用を受けて
ある一定の方向からの圧力や熱をうけて方向性をもつ
石だと説明した。実は中学理科では変成岩については
学ばないので、わからない可能性は高いという見込み
のもとで実施した。
3. 2.  分類作業
　石は学生にこちらから無作為に堆積岩、火成岩、変
成岩を 1 個づつ渡した。今までの学んだことを踏まえ
て大きく堆積岩、火成岩、変成岩に分類してほしいと
述べて、その自分なりの根拠を示して紙に書いてもら
い回収した。
3. 3.  分類結果
　後日、学生が分類してくれた石とその根拠を書いて
包んでいた紙を開き、石の分類について確認した（写
真 4）
　石の分類結果は表 16 のようになった。結果的に渡
した石の種類の数は均等ではないが、変成岩の不正解
が高い。堆積岩や火成岩については理解できているよ
うだ。
　次に根拠理由について表 17 で示した。これには不
正解のも含まれている。多様な根拠理由が見られる。
形や結晶や鉱物、方向性などから判断していることが
わかる。
写真 1　堆積岩（砂岩）
写真 2　火成岩（深成岩）
写真 4　書いてもらった紙と石の確認作業
表 16　分類の結果
写真３　変成岩（結晶片岩）
表  分類の結果
岩石の回答の分
類㻌
正解㻌 不正解㻌 無回答㻌
堆積岩㻌 㻢㻌 㻞㻌 㻜㻌
火成岩㻌 㻥㻌 㻞㻌 㻝㻌
変成岩㻌 㻝㻌 㻞㻌 㻜㻌
合計㻌 㻝㻢㻌 㻢㻌 㻝㻌
表  石の分類の判定理由
岩石㻌 判定した根拠の理由㻌 人数㻌
堆積岩㻌 小さな粒子で構成されているから㻌 㻟㻌
丸みを帯びているから㻌 㻝㻌
大小の粒が押し固まっているから㻌 㻝㻌
鉱物の結晶が丸い粒子となっている
から㻌
㻝㻌
砂のような手触りだから㻌 㻝㻌
色に変化があるから㻌 㻝㻌
火成岩㻌 光っている鉱物が見られたから㻌 㻞㻌
光っている鉱物の大きさが均一では
ないから㻌
㻞㻌
鉱物の粒が大きいから㻌 㻝㻌
丸みを帯びていないから㻌 㻞㻌
結晶が見られたから㻌 㻟㻌
方向性が無いから㻌 㻝㻌
粒子の大きさが均一㻌 㻝㻌
全体的に白っぽい㻌 㻝㻌
結晶のようなものが混じっているから㻌 㻝㻌
斑状組織があると思われるから㻌 㻝㻌
無回答㻌 㻝㻌
変成岩㻌 方向があるから㻌 㻝㻌
表  不正解の判定理由
岩石 判定した根拠の理由（正しい回答） 人数
堆 積
岩
層が出来ているように見えるから
（変成岩）

粒子の大きさが均一ではないから
（変成岩）

方向性が見当たらないから（変成
岩）

火 成
岩
ごつごつしているから（堆積岩） 
色がマグマと似ているから（堆積
岩）

変 成
岩
光沢があるから（堆積岩） 
丸みを帯びているから（堆積岩） 
線が見えるから（堆積岩） 
薄い緑色に見えるから（火成岩） 
．問題と目的
特別支援教育におけるICTの利用について、『教育の
情報化に関する手引き』（文部科学省，2010）では、「特
別な支援を必要とする児童生徒に対してその障害の状
態や発達の段階等に応じて活用することにより、学習
上又は生活上の困難を改善・克服させ、指導の効果を
高めることができる有用な機器である」としている。
さらに同書は、「社会の情報化が進展していく中で、児
童生徒が情報を主体的に活用できるようにしたり、情
報モラルを身に付けたりすることが一層重要になって
いる」ことを指摘している。また『特別支援学校小学
部・中学部学習指導要領』（文部科学省，2009）では、
各教科等の指導に当たり、「児童又は生徒がコンピュー
タや情報通信ネットワークなどの情報手段に慣れ親し
み、その基本的な操作や情報モラルを身に付け、適切
かつ主体的、積極的に活用できるようにするための学
習活動を充実する」ことが示されている。
障害のある児童の教育にICTを導入することは、通
常の学級と共通の目的で行われるだけでなく、障害に
よって生じる児童のコミュニケーションや学習の困難
を補うアシスティブ・テクノロジー（Assistive Tech-
nology；支援技術）としての意義がある。またマルチ
メディアの通信機能とインターネットを活用すること
で交流及び共同学習の手段として効果的であり、教育
的、心理的なインクルージョンの推進に貢献すること
ができる。したがってICTの適切な応用は特別支援教
育の分野で特に重要な課題ということができる。
2014年度には特別支援学校の児童・生徒を対象とし
た就学奨励費に高等部生徒がICTを購入する際の加算
が認められるようになった。和歌山県では高等部生徒
のICT購入費として５万円以内の助成が示されている
（和歌山県教育委員会，2014）。こうした制度の変化
も、障害児の教育におけるICTの有用性が公に認めら
れてきたことを示している。
一方、特別支援学校では、教員のICT活用能力の自己
評価が他の校種の教員と比べて低い（江田・森・一ツ
田，2010）。このことは、ICTに関する教員の知識や技
能の問題を示すというよりも、障害のある児童生徒の
授業にICTをどのように活用するのか、実践的な情報
の不足が影響していると予測される。またICTの利用
は、視覚障害児、聴覚障害児、肢体不自由児の教育の
領域では比較的進んでいるが、知的障害児の教育で遅
れが目立つ。従来の教材・教具や指導法と比べて、ど
のような指導効果や意義があるのか理解が行き渡って
いないと考えられる。教育の情報化の促進には、テク
ノロジーの普及に先立って教員の意識改革が求められ
る。特別支援教育の分野では、実践成果の蓄積とその
特別支援教育におけるICTの利用に対する関係者の意識
－テレビ会議システムによるフォーラムの研修効果－
Factor Analysis on the Consciousness of ICT Use in People Concerning Special Education
－Training Effects of the Special Education Forum by Videoconference System－
江田 裕介
EDA Yusuke
(和歌山大学教育学部)
要旨：テレビ会議システムを利用した広域のフォーラムを開催し、特別支援教育におけるICTの利用をテーマとした
協議と実践報告を行った。その事前、事後で参加者にアンケート調査を実施し、ICTの教育的な利用に対する意識の変
化を調べた。回答を得点化し因子分析を行ったところ、「情報化への不安」「利用効果への期待」「学びの意欲」「指導
の自信」の４つの因子が抽出された。フォーラムの参加者はICTの導入に強い期待と意欲をもつ一方、教育環境の急速
な情報化に不安を感じ、障害のある児童が活動を機器に頼ることや、心身への影響に対する懸念を示していた。また
「指導の自信」の因子得点が低かった。しかし事後のアンケートでは４つの因子すべてで得点が有意に向上し、フォー
ラムの研修効果が認められた。性別による差がみられ、ICTの利用には男性がより積極的であった。特に「情報化への
不安」と「指導の自信」の因子ではフォーラム参加後も女性の得点が有意に低かった。年代による得点の差はみられ
なかった。
キーワード：特別支援教育、ICT、テレビ会議システム、教育の情報化、因子分析
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　なお不正解の根拠理由を表 18 で示した。
変成岩の判定はむずかしいようだ。堆積岩と変成岩に
ついての根拠が明確でないため、間違った判定になっ
ている。中学校では堆積岩や火成岩の分類を行うが、
変成岩については高校で取り扱うようになっている。
それは石の名前を決めるのが難しいからでもある。記
載された「光沢があるので」、「線が見えるから、薄い
緑色が見える」ということで変成岩に判定している
が、堆積岩にも存在する場合がある。逆に変成岩を層
のように見えることから堆積岩に分類している事例も
あり、岩石の構造的な認識が必要なものは難しいよう
だ。
4.  考察
4. 1.  小学校時代の実験・観察について
 表 2 と表 3 から小学校での実験、観察項目では一番
多い分野が、「地球と天体の運動」になった。月や星
の観察、日時計、太陽の観察などが書かれていた。プ
ラネタリウム大学生でもなんとなく覚えている項目と
して天文分野になる。このいわゆる天文分野は第 3 学
年、第 4 学年、第 6 学年で取り上げあれているため、
他の気象分野、地球表層や内部の分野に比べて、小学
校においては馴染み深い分野になるためかもしれな
い。太陽や月は馴染み深いが、望遠鏡などでの観察に
よって、普段とは違う様子を理解できる。その影響も
あるのかもしれない。それに対して私たちに日常的な
雨や風などのいわゆる気象分野は、表 2 と表 3 による
とほとんど印象に残っていないようだ。1 名が気象観
測と書いている。第 4 学年と第 5 学年において、天気
の様子や天気の変化という項目を実施している。温度
計での計測などが推定されるが、書かれていない。あ
る意味、日常すぎて印象にのこりづらいのかもしれな
い。
　また地球の内部や地表面の動きにおいては、理科の
指導要領によると小学校においては、第 5 学年におい
て「流れる水の働きと土地の変化」を行う。表 2 に地
学分野の実験では流水関係が示されているが、この分
野での実験になる。さらに第 6 学年で地層について学
ぶのであるが、少人数の学生が表 2 と表 3 から地層を
学習したことを書いている。小学校においては地層に
ついて書いている学生は少ない。
　これらの傾向は表 12 による関心度と同じ傾向であ
り、月と星が 50% を超える高率になっていることか
らも明らかになる。
　表 2 や表 3、さらに表 12 から見ても地層について
は関心が低く、地層観察も一部の学生だけしか記憶に
残っていないようだ。これは第 6 学年に実施する土地
の作り方と変化に関しては、学校周辺に適当な観察場
所がないので、実際に見学していない可能性はある。
小学校でのパソコンやビデオ教材を使って授業を受け
た学生が 3 分の 1 いることからこのような写真教材を
使って教えている可能性はある。また学生によっては
石を教材として使った授業をうけているため、小学校
によっては教師が石を集めて見せたりしている。表 6、
表 7、表 8 からみても小学校において石や化石模型を
見せたりして関心を高めようと工夫している教師はい
るようだ。
表 17　石の分類の判定理由
表 18　不正解の判定理由
表  分類の結果
岩石の回答の分
類㻌
正解㻌 不正解㻌 無回答㻌
堆積岩㻌 㻢㻌 㻞㻌 㻜㻌
火成岩㻌 㻥㻌 㻞㻌 㻝㻌
変成岩㻌 㻝㻌 㻞㻌 㻜㻌
合計㻌 㻝㻢㻌 㻢㻌 㻝㻌
表  石の分類の判定理由
岩石㻌 判定した根拠の理由㻌 人数㻌
堆積岩㻌 小さな粒子で構成されているから㻌 㻟㻌
丸みを帯びているから㻌 㻝㻌
大小の粒が押し固まっているから㻌 㻝㻌
鉱物の結晶が丸い粒子となっている
から㻌
㻝㻌
砂のような手触りだから㻌 㻝㻌
色に変化があるから㻌 㻝㻌
火成岩㻌 光っている鉱物が見られたから㻌 㻞㻌
光っている鉱物の大きさが均一では
ないから㻌
㻞㻌
鉱物の粒が大きいから㻌 㻝㻌
丸みを帯びていないから㻌 㻞㻌
結晶が見られたから㻌 㻟㻌
方向性が無いから㻌 㻝㻌
粒子の大きさが均一㻌 㻝㻌
全体的に白っぽい㻌 㻝㻌
結晶のようなものが混じっているから㻌 㻝㻌
斑状組織があると思われるから㻌 㻝㻌
無回答㻌 㻝㻌
変成岩㻌 方向があるから㻌 㻝㻌
表  不正解の判定理由
岩石 判定した根拠の理由（正しい回答） 人数
堆 積
岩
層が出来ているように見えるから
（変成岩）

粒子の大きさが均一ではないから
（変成岩）

方向性が見当たらないから（変成
岩）

火 成
岩
ごつごつしているから（堆積岩） 
色がマグマと似ているから（堆積
岩）

変 成
岩
光沢があるから（堆積岩） 
丸みを帯びているから（堆積岩） 
線が見えるから（堆積岩） 
薄い緑色に見えるから（火成岩） 
表  分類の結果
岩石の回答の分
類㻌
正解㻌 不正解㻌 無回答㻌
堆積岩㻌 㻢㻌 㻞㻌 㻜㻌
火成岩㻌 㻥㻌 㻞㻌 㻝㻌
変成岩㻌 㻝㻌 㻞㻌 㻜㻌
合計㻌 㻝㻢㻌 㻢㻌 㻝㻌
表  石の分類の判定理由
岩石㻌 判定した根拠の理由㻌 人数㻌
堆積岩㻌 小さな粒子で構成されているから㻌 㻟㻌
丸みを帯びているから㻌 㻝㻌
大小の粒が押し固まっているから㻌 㻝㻌
鉱物の結晶が丸い粒子となっている
から㻌
㻝㻌
砂のような手触りだから㻌 㻝㻌
色に変化があるから㻌 㻝㻌
火成岩㻌 光っている鉱物が見られたから㻌 㻞㻌
光っている鉱物の大きさが均一では
ないから㻌
㻞㻌
鉱物の粒が大きいから㻌 㻝㻌
丸みを帯びていないから㻌 㻞㻌
結晶が見られたから㻌 㻟㻌
方向性が無いから㻌 㻝㻌
粒子の大きさが均一㻌 㻝㻌
全体的に白っぽい㻌 㻝㻌
結晶のようなものが混じっているから㻌 㻝㻌
斑状組織があると思われるから㻌 㻝㻌
無回答㻌 㻝㻌
変成岩㻌 方向があるから㻌 㻝㻌
表  不正解の判定理由
岩石 判定した根拠の理由（正しい回答） 人数
堆 積
岩
層が出来ているように見えるから
（変成岩）

粒子の大きさが均一ではないから
（変成岩）

方向性が見当たらないから（変成
岩）

火 成
岩
ごつごつしているから（堆積岩） 
色がマグマと似ているから（堆積
岩）

変 成
岩
光沢があるから（堆積岩） 
丸みを帯びているから（堆積岩） 
線が見えるから（堆積岩） 
薄い緑色に見えるから（火成岩） 
．問題と目的
特別支援教育におけるICTの利用について、『教育の
情報化に関する手引き』（文部科学省，2010）では、「特
別な支援を必要とする児童生徒に対してその障害の状
態や発達の段階等に応じて活用することにより、学習
上又は生活上の困難を改善・克服させ、指導の効果を
高めることができる有用な機器である」としている。
さらに同書は、「社会の情報化が進展していく中で、児
童生徒が情報を主体的に活用できるようにしたり、情
報モラルを身に付けたりすることが一層重要になって
いる」ことを指摘している。また『特別支援学校小学
部・中学部学習指導要領』（文部科学省，2009）では、
各教科等の指導に当たり、「児童又は生徒がコンピュー
タや情報通信ネットワークなどの情報手段に慣れ親し
み、その基本的な操作や情報モラルを身に付け、適切
かつ主体的、積極的に活用できるようにするための学
習活動を充実する」ことが示されている。
障害のある児童の教育にICTを導入することは、通
常の学級と共通の目的で行われるだけでなく、障害に
よって生じる児童のコミュニケーションや学習の困難
を補うアシスティブ・テクノロジー（Assistive Tech-
nology；支援技術）としての意義がある。またマルチ
メディアの通信機能とインターネットを活用すること
で交流及び共同学習の手段として効果的であり、教育
的、心理的なインクルージョンの推進に貢献すること
ができる。したがってICTの適切な応用は特別支援教
育の分野で特に重要な課題ということができる。
2014年度には特別支援学校の児童・生徒を対象とし
た就学奨励費に高等部生徒がICTを購入する際の加算
が認められるようになった。和歌山県では高等部生徒
のICT購入費として５万円以内の助成が示されている
（和歌山県教育委員会，2014）。こうした制度の変化
も、障害児の教育におけるICTの有用性が公に認めら
れてきたことを示している。
一方、特別支援学校では、教員のICT活用能力の自己
評価が他の校種の教員と比べて低い（江田・森・一ツ
田，2010）。このことは、ICTに関する教員の知識や技
能の問題を示すというよりも、障害のある児童生徒の
授業にICTをどのように活用するのか、実践的な情報
の不足が影響していると予測される。またICTの利用
は、視覚障害児、聴覚障害児、肢体不自由児の教育の
領域では比較的進んでいるが、知的障害児の教育で遅
れが目立つ。従来の教材・教具や指導法と比べて、ど
のような指導効果や意義があるのか理解が行き渡って
いないと考えられる。教育の情報化の促進には、テク
ノロジーの普及に先立って教員の意識改革が求められ
る。特別支援教育の分野では、実践成果の蓄積とその
特別支援教育におけるICTの利用に対する関係者の意識
－テレビ会議システムによるフォーラムの研修効果－
Factor Analysis on the Consciousness of ICT Use in People Concerning Special Education
－Training Effects of the Special Education Forum by Videoconference System－
江田 裕介
EDA Yusuke
(和歌山大学教育学部)
要旨：テレビ会議システムを利用した広域のフォーラムを開催し、特別支援教育におけるICTの利用をテーマとした
協議と実践報告を行った。その事前、事後で参加者にアンケート調査を実施し、ICTの教育的な利用に対する意識の変
化を調べた。回答を得点化し因子分析を行ったところ、「情報化への不安」「利用効果への期待」「学びの意欲」「指導
の自信」の４つの因子が抽出された。フォーラムの参加者はICTの導入に強い期待と意欲をもつ一方、教育環境の急速
な情報化に不安を感じ、障害のある児童が活動を機器に頼ることや、心身への影響に対する懸念を示していた。また
「指導の自信」の因子得点が低かった。しかし事後のアンケートでは４つの因子すべてで得点が有意に向上し、フォー
ラムの研修効果が認められた。性別による差がみられ、ICTの利用には男性がより積極的であった。特に「情報化への
不安」と「指導の自信」の因子ではフォーラム参加後も女性の得点が有意に低かった。年代による得点の差はみられ
なかった。
キーワード：特別支援教育、ICT、テレビ会議システム、教育の情報化、因子分析
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4. 2.  中学校時代の実験・観察について
　表 4 によると中学校では小学校では実施されていな
い土地のことや地質の話に関する実験が多くなってい
るようだ。中学校の指導要領によると岩石の観察に
よって堆積岩や火成岩について第 1 学年で学習する。
そこでは火成岩の分類で、深成岩や火山岩によって等
粒状組織やはん状組織の違いを学ぶ。そのため岩石の
分類は行っているため、岩石の観察と記述したり、岩
石薄片のスケッチの記述につながっている。また堆積
物の堆積の仕方で、重い大きな粒子ほど早く沈むとい
う級化実験の観察も行っているようだ。
　また化石や石についても表 5 〜表 8 のアンケート結
果からもあうように中学校になって触れる機会が多く
なるようだ。かしもちろん覚えていない学生もいるだ
ろうが、中学校でも化石や石に触れることがない学生
も半数近くいるようだ。その経験が表 16 にあるよう
に堆積岩と火成岩の正解率が高くなっているのにつな
がっているのだろう。
　天文関係は昼間の学校でできることを念頭に太陽の
動きの観察や皆既日食の観察になっていると考えられ
る。中学生時の関心も天文関係が高いことからも、覚
えているのかもしれない。
　気象関係では気象観測が小学校で行った観察で書か
れてい のにたいして、中学校の実験・観察では書か
れていない。本来は第 2 学年において気象観測の項目
はあるのだが、これは実際に行われていないのだろ
うか。印象に残らない程度のものだろうか。これは中
学校での地学分野の関心をみると気象観測は最低で
4.4% しかないのと関係があるのかもしれない。全般
的に気象関係は地学分野の中でも関心が低い。
4. 3.  小・中学時代における地学分野での苦手なもの
　表 15 によると小学校えは天文系と気象系で示され、
中学校になると地質系が多くなる。中学校で図 13 に
あるように関心の低い気象系では苦手が少ない。特に
暗記 なるのが苦手なようだ。表 15 で学生に苦手で
「天体や地層についてイメージしにくい」という発言
がある。このことからも岩石の種類や地層からの年代
の読みとり、隆起や沈降など、現実に実験できないた
めイメージできないことのために苦手意識が強くなる
のかもしれない。天文関係の苦手さも長期的な観測に
よって明らかになっている事実を理解するのにも実験
ができないための苦手さがあるのではないだろうか。
4. 4.  岩石の分類からわかること
　アンケート調査した学生に岩石分類をしてもらった
が、概ね中学生時代に学んだ石の分類が大方思い出し
ていたようだ。特に鉱物の大きさなど観察できて、火
成岩は理解できているようだ。堆積岩にしても多くは
砂岩であったので、理解できたのだろう。泥岩は粒子
が見えないので間違えていた。円磨度だけでは判断で
きないこともある。また変成岩は予測したとおり、間
違い率が高かった。中学理科では学習しないためであ
る。剥離状になっているのを地層と間違いて堆積岩に
同定したりしている。おそらくきちんと観察したこと
がないためであろう。
　岩石についてはたくさんの石を観察して特徴を覚え
るのが一番であるが、きちんと特徴のポイントを理解
できれば理解できるものである。
5.  調査結果からみた学校での授業案について
　小学校においては、学校周辺の河川から石を集めて、
実際に触ったり、観察することで分類遊びなどを取り
入れることが望ましい。石は見た目だけでなく、手触
りなどでもかなり違うことがある。石の種類は知らな
くても石の違いの傾向を知ることができる。小学校の
教師は理科を専門にしているだけではないので、河原
の石など、海岸の石などを日常から集めておくことが
重要と考えられる。赤い石、黒い石、緑の石など、色
で分けたりすることも重要になる。
　実際に地層を見ることが きない学校では、もちろ
ん博物館などに見学したり、遠足を利用して川原で石
拾いなどを行うことが可能になる。またインターネッ
トで「地学パノラマ」と検索してもらうと和歌山県の
地形・地質の見所を掲載したホームページがある。地
形などをパノラマで観察できる。
　最近は和歌山県南部に南紀熊野ジオパークができ
て、多様な教材や副読本が作成されている。基本は実
物をみないとイメージがわかないのは、大人も子供も
同じであり、実際に地形や地層を見学するプログラム
を開発することが重要である。たとえば南紀熊野ジオ
パークでは「南紀熊野ジオパークの地質と地系」（南
紀熊野ジオパーク，2016）という冊子を発行している。
これを参考にして授業案を作成することもできる。
6.  今後の課題
　今回は地学関係の実験・観察を学生に記載しても
らったが、生物と一緒にした場合、差がでるのではな
いだろうか。実験や観察など生物は、まさに素材を相
手に実験するため、印象に残りやすい。そのため次回
は生物との調査も行いたい。
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